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玉 川 ダ ム 防 災 操 作 実 績

■令和２年の防災操作
は、３回。

▼７月１１日洪水(前線)
最大流入量＝224.16㎥/s
最大放流量＝99.89㎥/s
洪水調節量＝82万㎥

▼７月１２日洪水(前線)
最大流入量＝337.65㎥/s
最大放流量＝192.15㎥/s
洪水調節量＝199万㎥

▼８月９日洪水(前線)
最大流入量＝263.76㎥/s
最大放流量＝ 39.86㎥/s
洪水調節量＝178万㎥

■令和３年の防災操作
は、現在２回。

▼４月１８日洪水(低気圧)
最大流入量＝224.21㎥/s
最大放流量＝39.81㎥/s
洪水調節量＝326万㎥

▼５月１７日洪水(低気圧)
最大流入量＝336.23㎥/s
最大放流量＝199.67㎥/s
洪水調節量＝197万㎥



玉川ダムからの利水補給
↓

・流水の正常な機能の維持
（椿川地点 等）

・かんがい用水（左図）
・水道用水（左図）
・工業用水（雄物川下流）
・発電（玉川発電所）

※左図は市町村合併前の市町村境界で表
現されています。

玉 川 ダ ム 利 水 供 給 エ リ ア 図

基準地点(椿川)

基準地点(長野)

基準地点(玉川頭首工)



玉 川 ダ ム 積 雪 深
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(cm) 玉川ダム地点(標高408m)の積雪深

H3-4年 H4-5年 H5-6年 H6-7年 H7-8年 H8-9年 H9-10年 H10-11年 H11-12年 H12-13年 H13-14年

H14-15年 H15-16年 H16-17年 H17-18年 H18-19年 H19-20年 H20-21年 H21-22年 H22-23年 H23-24年 H24-25年

H25-26年 H26-27年 H27-28年 H28-29年 H29-30年 H30-H31 R1-R2 平均(H4-R2) R2～R3
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(cm) 玉川ダム地点の降雪量

H24-25年 H25-26年 H26-27年 H27-28年 H28-29年 H29-30年 R1-R2 平均(H4-R2) R2～R3

令和3年 最大積雪深
2/9   209cm。

令和2年11月から令和3年5月末までの降
雪量は平年より少し下回った。

令和3年4月14日から
積雪深は0cm。



玉 川 温 泉 (中和処理施設) 積 雪 深
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(cm) 玉川温泉地点(標高760m)の積雪深

H3-4年 H4-5年 H5-6年 H6-7年 H7-8年 H8-9年 H9-10年 H10-11年 H11-12年 H12-13年 H13-14年

H14-15年 H15-16年 H16-17年 H17-18年 H18-19年 H19-20年 H20-21年 H21-22年 H22-23年 H23-24年 H24-25年

H25-26年 H26-27年 H27-28年 H28-29年 H29-30年 H30-31年 R1-R2 平均(H4-R2) R2～R3
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(cm) 玉川温泉地点の降雪量

H24-25年 H25-26年 H26-27年 H27-28年 H28-29年 H29-30年 R1-R2 平均(H4-R2) R2～R3

令和3年 最大積雪深
2/10   303cm。

令和3年5月2日から
積雪深は0cm。

令和2年11月から令和3年5月末までの降
雪量は平年より下回った。



ダ ム 日 平 均 流 入 量 (融雪期)
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例年は3月中旬より融雪が始まり、ダム
への流入は多くなる。今年の3月は気温の

上昇により平年と比べ流入が多かったが、
4月は雪解けが進み、平年より少なかった
と想定される。



ダ ム 流 入 総 量 (1月～5月)
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流入総量 １月～５月までの玉川ダム流入総量 ５月 ４月 ３月 ２月 １月

■令和3年1月から4月までの流入総量はこれま
での平均を上回り、過去最大となっている。

■３月としては管理開始（H3年度～）以降、
最大流入総量を記録。



玉 川 ダ ム の 貯 水 位 の 変 化

R元.5.25から非出水期から出水期
への移行に伴う水位低下開始。
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玉川ダム年間貯水位曲線

洪水時最高水位 平常時最高貯水位
洪水貯留準備水位 確保水位
最低水位 (H3-R2)
H6 H18
H23 H24
H27 R1
R2 R3

洪水貯留準備水位=EL387.20m

非洪水期 ( ～6/15)

最低水位EL353.70m

洪水時最高水位EL402.40m

平常時最高貯水位EL397.40m

R3.6.1 9:00
EL．393.74 m
貯水率 72.5 %(有効)

H２４ 渇水 管理開始以降
最低水位（EL．３５７．８１ｍ）

R１渇水 既往２番目に
低い水位（EL．３６４．４２

ｍ）
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■平常時最高貯水位 利水目的のために水を最大貯める事が出来る水位
■洪水貯留準備水位 治水容量を確保した時の水位
■確 保 水 位 利水のために確保するべき水位

洪水期 ( 6/16～9/30) 非洪水期 ( 10/1～)

▼レベル１(EL.380.0)

▼レベル２(EL.375.0)

▼レベル３(EL.368.5)
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田 沢 湖 の 水 位 の 変 化
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防災・観光の両面の観点に配慮した、補給割合、節水等の条件を設定。

①防災面（PHの低下、地すべり挙動）から、玉川ダムの貯水位は、極力、最低水位（EL353.7m）に到達
しないこと。

②観光面から、遊覧船運航水位（EL244.5m）は、極力、確保する。

【運用管理ルール（案）の概要】

① 連携した運用の管理は、玉川ダムの貯水率を目安として行う。

② 田沢湖の利用水深は、EL246.0～EL249.0mを基本とする（暫定利用水深はEL246.0～EL248.5mとする）。

③ 異常渇水が想定される場合は、田沢湖水位EL244.0mまで利用（利用水深５ｍ）する。

④ 玉川ダム貯水率70％に到達が見込まれる場合、「渇水情報連絡会」を適宜開催し、情報の共有、対応等に
ついて調整を行う。

⑤ 田沢湖と玉川ダムの補給比率は、現行の補給比率を基本とし、玉川ダムの貯水率が50％に至った以降、
補給比率を段階的に変更する。

玉川ダム貯水率50％に到達後 ⇒ 補給比率：玉川ダム52％、田沢湖48％
玉川ダム貯水率30％に到達後 ⇒ 補給比率：玉川ダム30％、田沢湖70％

⑥ 玉川ダム貯水率20％に到達以降、田沢湖の貯水位EL246.0m以下となることから、田沢湖の観光遊覧船関
係者は、航行確保のための準備を進める。

⑦ 通常時は、田沢湖を優先回復させているが、異常渇水時の各貯水量の回復は、田沢湖で遊覧船運航水位
が確保できている場合においては、PH低下による影響の軽減のため、玉川ダム、田沢湖とも５０％ の同率
回復とする。

S39～H24流量よりシミュレーションを実施

異常渇水時の運用管理ルール（案）の概要



異常渇水時の運用管理ルール（案） 玉川ダム及び田沢湖の運用管理に関する調整会議（H25.7策定）

連携した運用管理の各段階におけ
る、渇水対応については次のとお
り。

臨時会開催

・状況の把握

渇水情報連絡会 玉川ダム群 河川管理者 秋田県・仙北市

レベル１
（渇水注意）

定例会

玉川ダムの貯水位がEL.380.0m未
満（貯水率概ね70%）の場合は、運
用レベル１（渇水注意）に移行し、玉
川ダムの補給比率を80%、田沢湖の
補給比率を20%とする。

レベル２
（渇水警戒）

玉川ダムの貯水位がEL.375.0m未
満（貯水率50%以下）の場合は、運
用レベル２（渇水警戒）に移行し、玉
川ダムの補給比率を52%、田沢湖の
補給比率を48%とする。

レベル３
（異常渇水①）

玉川ダムの貯水位がEL.368．5m未
満（貯水率30%以下）の場合は、運
用レベル３（異常渇水①）に移行し、
玉川ダムの補給比率を30%、田沢湖
の補給比率を７0%とする。
なお、取水量20%の節水を行うもの
とする。

レベル４
（異常渇水②）

玉川ダムの貯水位がEL.364．4m未
満（貯水率20%以下）の場合は、運
用レベル４（異常渇水②）に移行し、
玉川ダムの補給比率を30%、田沢湖
の補給比率を70%とする。なお、取
水量20%の節水を行うものとし、必
要に応じて更なる渇水対策について
実施するものとする。

椿川等で流量悪化の場合、
利水補給開始（現行補給ルール）

・雨量・河川状況の
監視（平年との比
較等）

・補給継続

・雨量、貯水状況の
監視（平年との比
較等）

臨時会開催

・田沢湖利用水
深の確認
・補給比率変更

・節水等に対す
る備え

・雨量・河川状況の
監視
・河川巡視強化

・取水量の把握

・節水の可能性呼
びかけ

・補給比率変更
・雨量、貯水状況の
監視
・地すべり監視強化
・ＰＨ低下監視強化

・田沢湖水位監視・
田沢湖ＰＨ監視
・住民への広報

臨時会開催

・補給比率変更

・20%取水量節
水協力要請

・雨量・河川状況の
監視
・河川巡視強化

・取水量の把握
・節水呼びかけ

・補給比率変更
・雨量、貯水状況の
監視
・地すべり監視強化
・ＰＨ低下監視強化

・田沢湖水位監視
・田沢湖ＰＨ監視
・住民への広報

臨時会開催

・更なる渇水対
策措置
・遊覧船運行

・その他非常時
対応

・雨量・河川状況の
監視
・河川巡視強化

・更なる渇水対策

・補給継続
・雨量、貯水状況の
監視
・地すべり監視強化
・ＰＨ低下監視強化

・田沢湖水位監視
・田沢湖ＰＨ監視
・住民への広報

・更なる渇水対策

・遊覧船運航確保
準備開始

・雨量、貯水状況の監
視

・雨量、貯水状況の監
視

通常時
通常時の補給比率



異常渇水時の運用管理ルール（案）のイメージ図
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≒EL246.0m

生保内
発電所

見 付 田
取水堰堤

玉川ダム
30%

田沢湖
70%

運用レベル4 【異常渇水② 】
玉川ダム貯水率20％

異常渇水時
利用水深 ５m

渇水への備え
・渇水情報連絡会の開催
・現行ルールでの運用

渇水を考慮した対応開始
・玉川ダム補給比率８０％⇒５２％

異常渇水に備えた対応
・玉川ダム補給比率５２％⇒３０％
・取水量 ２０％節水開始

異常渇水
・状況に応じて、更なる対応を実施

遊覧船運行最低水位

玉 川
発電所

玉 川
発電所

玉 川
発電所

玉 川
発電所

補給比率 補給比率 補給比率

EL244.5m

利用水深 ３m

利用水深 ３m

節水なし 取水量20%節水
取水量20%節水
＋更なる対応節水なし

異常渇水時
の利用

≒EL380.0m

≒EL375.0m

≒EL368.5m ≒EL364.4m



玉川ダム及び田沢湖の現状と今後の見通しについて

・田沢湖の利用水深 EL 246.0m～EL249.0m（異常渇水②時 EL 244.0m～）
令和３年６月１日９時時点の水位 EL２４８．４９m と田沢湖水位は例年並みの状況。

◆玉川ダムの貯水池容量配分図と異常渇水時の貯水位
ダム天端 EL406.00m 洪水期 洪水時最高水位

(6月16日～9月30日) EL402.40m
平常時最高水位

治水容量 EL397.40m

有効貯水容量 107,000,000m3

洪水貯留準備水位
EL387.20m

229,000,000m3

利水容量

122,000,000m3

最低水位
EL353.70m
基礎地盤標高
EL309.00m

堆砂容量 25,000,000m3

提高100m

EL380.0（利水容量の約70%）

EL375.0（利水容量の約50%）

EL368.5（利水容量の約30%）

EL364.4（利水容量の約20%）

◆田沢湖の貯水位等

◆玉川ダム R3.6.1 9:00時点
・貯水位 EL  393.74m
・利水可能量 約1億8,600万m3（洪水期）

◆玉川ダム R3.5.31
・流入量 35.10m3/秒（日平均）

◆今後の見通し等

↑異常渇水時ルールの該当貯水位

・６月１日時点で玉川ダムの貯水位は、EL３９３．７４m
・今後、天候状況により玉川ダムや田沢湖の水位が低下していくと予想される場合には、
段階に応じて渇水情報連絡会を通じ、関係機関の情報共有や渇水対策が必要になる場
合もある。



令和元年 渇 水 状 況
田沢湖 渇水状況写真

田沢湖 渇水状況写真

R元．10．3 撮影

R元．10．3 撮影

たつこ像

田沢湖

田沢湖

貯水池 中流部

男神橋

R元．10．3 撮影

R元．10．3 撮影

貯水率 ： 13.8％ (※)

貯水率 ： 13.8％ (※)

（※）非洪水期（利水）容量に対しての貯水率



40.00

80.00

120.00

160.00

200.00

240.00

6/
16

6/
18

6/
20

6/
22

6/
24

6/
26

6/
28

6/
30 7/

2
7/

4
7/

6
7/

8
7/

10
7/

12
7/

14
7/

16
7/

18
7/

20
7/

22
7/

24
7/

26
7/

28
7/

30 8/
1

8/
3

8/
5

8/
7

8/
9

8/
11

8/
13

8/
15

8/
17

8/
19

8/
21

8/
23

8/
25

8/
27

8/
29

8/
31 9/

2
9/

4
9/

6
9/

8
9/

10
9/

12
9/

14
9/

16
9/

18
9/

20
9/

22
9/

24
9/

26
9/

28
9/

30
10

/2
10

/4
10

/6
10

/8
10

/1
0

ダム補給有り

ダム補給なし

正常流量(概ね80㎥/s)

雄物川椿川地点における流量の経時変化（日平均流量）
（日付）

（m3/秒）

7月11～10月8日
ダム補給分

約50,427千m3

※ダム補給有り・無し等のグラフ数値は速報値ですので、精査により変わる可能性があります。

令和元年 渇水状況 （玉川ダムを主とした
玉川水系ダム群の椿川地点正常流量補給効果）

玉川ダムを主とした玉川水系ダム群により、7月11日の補給開始か
ら10月8日の補給終了まで関係機関が連携し、きめ細かい管理のもと
下流基準地点（主に雄物川椿川地点）への利水補給を実施し、 正常
流量の確保に努めた。

この間の正常流量補給にかかる玉川ダム群からの補給量は、約５
０,４２７千m3、日数は５２日間となった。

田沢湖水位

玉川ダム貯水位

※玉川ダムを主とした玉川水系ダム群：玉川ダム、鎧畑ダム、田沢湖、夏瀬ダム、神代ダム)



120

130

140

150

1/1 1/31 3/2 4/1 5/1 5/31 6/30 7/30 8/29 9/28

貯
水
位

月 日

岩見ダム貯水位

平常時最高貯水位 147m

H24
5カ年平均
（H28-R2）

R3

※ H6、H24、R1は、代表的な渇水年

令和元年

平成６年 平成２４年

令和３年

過去５ヶ年平均（H28-R2）
項　　　目 容　　量 目的

有効貯水容量 16,000 千m3 -

利水容量（洪水期） 3,500 千m3 N

（ｍ）

最低水位 124m

210

215

220

225

1/1 1/31 3/2 4/1 5/1 5/31 6/30 7/30 8/29 9/28

貯
水
位

月 日

協和ダム貯水位

H245カ年平均
（H28-R2）

R3

※ H24、R1は、代表的な渇水年

令和元年

平成２４年

令和３年

過去５ヶ年平均（H28-R2）項　　　目 容　　量 目的

有効貯水容量 7,050 千m3 -

利水容量 1,550 千m3 N･W

（ｍ）

R1

平常時最高貯水位
220.4m

最低水位 212m

H6

R1

洪水貯留準備水位 133m

確保水位



210

220

230

240

250

260

1/1 1/31 3/2 4/1 5/1 5/31 6/30 7/30 8/29 9/28

貯
水
位

月 日

皆瀬ダム貯水位

5カ年平均
（H28-R2）

H24

令和元年

平成６年 平成２４年

令和３年

過去５ヶ年平均（H28-R2）
項　　　目 容　　量 目的

有効貯水容量 26,300 千m3 -

利水容量（洪水期） 10,100 千m3 A･P

（ｍ）

H6

最低水位 222.5m

150

160

170

180

190

1/1 1/31 3/2 4/1 5/1 5/31 6/30 7/30 8/29 9/28

貯
水
位

月 日

大松川ダム貯水位

H24

5カ年平均
（H28-R2）

R3

※ H24、R1は、代表的な渇水年

令和元年

平成２４年

令和３年

過去５ヶ年平均（H28-R2）項　　　目 容　　量 目的

有効貯水容量 11,000 千m3 -

利水容量（洪水期） 4,700 千m3 N･A･W

（ｍ）

R1

平常時最高貯水位 183.7m

最低水位 160.2m

平常時最高貯水位 250.0m

R1

洪水貯留準備水位 237.5m

洪水貯留準備水位 177.5m

確保水位

確保水位

R3

※ H6、H24は、代表的な渇水年



（ｍ

最低水位 353.7m

295

305

315

325

335

1/1 1/31 3/2 4/1 5/1 5/31 6/30 7/30 8/29 9/28

貯
水
位

月 日

鎧畑ダム貯水位

H24
R1

R3

※ H6、H24、R1は、代表的な渇水年

令和元年

平成６年 平成２４年

令和３年

過去５ヶ年平均（H28-R2）
項　　　目 容　　量 目的

有効貯水容量 43,000 千m3 -

利水容量（洪水期） 11,000 千m3 N･A･W

平常時最高貯水位 ３２５．０ｍ

最低水位 299m H6

H16

350

360

370

380

390

400

410

1/1 1/31 3/2 4/1 5/1 5/31 6/30 7/30 8/29 9/28

貯
水
位

月 日

玉川ダム貯水位

（ｍ）

平常時最高貯水位 ３９７．４m

H24

5カ年平均
（H28-R2）

※ H6、H24、R1は、代表的な渇水年

令和元年

平成６年 平成２４年

令和３年

過去５ヶ年平均（H28-R2）

項　　　目 容　　量 目的

有効貯水容量 229,000 千m3 -

利水容量（洪水期） 122,000 千m3 A･P

H6

R1

最低水位 353.7m

（ｍ）

5カ年平均
（H28-R2)

洪水貯留準備水位
３０９．５ｍ

洪水貯留準備水位 ３８７．２m

確保水位

R3


